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軸捻転を来した腹腔内停留宰丸腫湯持

大和高田市民病院外科

杉本雄三・藤野昭
〔原稿受付昭和 32年 2 月 10日〕

TORSION OF A SEMINOMA, DEVELOPED FROM 

AN UNDESCENDED TESTICLE 

By 

Yuzo SuGIMOTO, Syozo Fu1rno 

From the Surgical Clinic, Yamato-Takada City Hospital, 

Nara Prefecture, Japan. 

A 46-year-old man who had been suffering from undescended testicles was 

admitted to our hospital on Nov. 5, 1956 because of the sudden severe pain in the 

left lower quadrant of the abdomen. 

Approximately one month prior to admission the patient first noticed a painless 

mass as large as egg in that region. 

The operation was performed on the d川’ ofadmission. The tumor was removed 
successfully, it measuring 13 cm by 8 cm by 6 cm and weighting 390 gm, and 

sat in the lower abdomen. 

The tumor had a twisted spermatic cord b:-・ which it had been connected with 
retroperitoneum. Neither the infiltration to the surrounding ti山 UC日 nor metastasis 

to the regional lymphnodes were found. The undescended right testicle was quite 
normal in size and form. 

Histological investigation has revealed that the tumor was a t~’pical seminoma. 

皐丸腫疹は比較的稀な疾患でp全悪性腫疹の約0.6%

を占めるに過ぎずP その複雑な組織構造或いはその発

生等興味ある問題を含んでいる．

我々は腹腔内停留皐丸が恵J性化し，急に地大して腹

腔内腫摺となり，軸捻転を来した興味ある 1例を経験

したので報告する．

症 例

患者： 46才p 男

家族歴：先天性奇型，悪性腫疹等はない．

既往歴：生来両側皐丸が陰褒内になかった．しかし

二次性徴の発現p 精神的発育等l土普通でp 結婚して約

20年p その間子供ーがなかったが，性生活には特に支障

決本稿の要旨は昭和31年12月22日， 第322回京都外

科集談会に於て発表した．

はなかった．

性病・結核等に樫患したことはない．

王見病歴：約2年前から，腹圧を加える際，下腹部に

軽度の膨隆を生ずることがあった． 』ヵ月程前からF

時に左下IJk'iii；に疹痛を来しp又約1ヵ月前からP 同部
に的見，＼l)iJ大の腫癒があって，よく移動するのに気付い

ていたぶ，放置していた所，入院2,3日前から，疹痛

が加わり，前日より急にこのfH「lが烈しくなった．発

病 i~ ：/1-＇心・曜吐はなく F 便通も毎日一行ある．

王見症．全身所見は体格中等度，栄養もよし皮膚正

常な男子でp 特に異常を認めない．頚部その他のリン

パ節を触知せずp 胸部に著変なし心音も正常であ

る．

局所所見として，まず腹部特に下腹A；に限局した膨

隆を認める．鴎動不稲p 異常着色及び異常静脈怒張等
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いない．勉h診上筋性防禦はなく＇ 1101去にー致して一つ

の腫癒を触れる．約小児頭大p E高直下より，恥骨上部

まで，下腹部を満しており p 境界明瞭， 1dii51’｛’i・i'l・，略

々卵円形を呈し，緊満弾性でp よく移動しp その際強

い疹痛を訴えろ．腸雑音は聴取し得ない．

両側鼠rf,';J＇.，田告々鼠径管の位置に一致してF 腹壁の

抵抗が弱（＇殊に右側では腹圧と共に軽度の膨隆を生

ずる．外鼠径輸は左右共大きくない．

外陰部発毛状態｝ ！怠茎の発育は正常y 陰袈内には両

側共皐丸を欠き，精索に相当すべき細い索状物を触れ

るのみである．

経紅門指診でp 直腸膨大部p ダグラス箆に異常なく

前立腺も正常p 挿入指に粘液血液等を附着しない．

尿血液検査所見に異常はない．

手術所見：l隣下正中線切開で腹腔を関し、た．僅に血

性腹水があり，直ちに約小児島大，恰も卵巣喜霊感を忠

わせる腫婚が現れ，茎を以て，左内鼠径輸の楠々上後

方の後腹膜に速なり pこの部で時計の針の方向に約1.5

回転してし、る．後腹膜リンパ節の腫張はみられずP 腎

は正常である．

軸捻転を解きp 反対側を検するとP 右側でも同様に

内鼠径輸の直ぐ上方でp 約示指頭大の』重癒を触れるが

腹膜に覆われp 腫括？は硬くない．更に腹腔外から右鼠

径管を試験的に切開してp これが右側皐丸であること

を確認した．

以上より本例は両側腹腔内停留皐丸があってP 左側

皐丸が悪性化するに到りp 急にJ泊大して腹腔内腿胞と

なり，ザJ殺を車由とする制J!i転を来したもので，左側除

皐術を行った．

易リ出標本：創出した腫砲の大きさl士13×8x6cm,

重iii:390gで，IJ't疹は皐丸IJii＇で’；，：uこ被包さH, その
寄Uilはー僚に灰白色髄様を主し，所々l暗赤色出血部を

認める.~u皐丸l主充血浮謹性であり p 精索より怒張し

写真 1
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九品

た血管が入っている． (i•<l]' 2写以l,2) 

組織学的所見 ；居場組れほ出血が著明て，間質は乏

しし E霊場細胞は大小不問p 濃染し，枝fナ自j像を認め

明かにH!J性腫協の世急であってp し、つれの部分も一様な

組織学的構成よりなり，他の何等かの組織要素も含ま

ない．すなわち4>:1ili協は定型的なゼミノームである．
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軸捻転を来した腹腔内停留皐丸腫蕩

副皐丸には出血駿＇；（，およびヒアリン変性に陥った

間質の地殖をl沼めるが，腫湯細胞の世潤はない． （写

真3,4) 

術後経過：術後は順調に経過しp ナイトロミン注射

約500mgを行い，術後1ヵ月で全治退院せしめた．

写真 3

写真 4

考 察

皐丸腫蕩は組織学的に種々の像を示し，他方その細

胞の由来を決定することが困難なためp組織学的名称，

分類については現在なお諸家の意見の一致をみるに到

っていない.Friedman and Mooreによれば，悪性

腫蕩はゼミノ－J,.，胎生癌 （繊毛上皮腫を合むり成
熟奇形麗p 奇形癌および混合型の5つに分類されP 就

中ゼミノームは半数近くを占めている．

停留皐丸の悪性化についてp 正常部位にある皐丸よ

りも頻度の高いことは多くの学者の支持する所で，内

外文献を参照してF 停留皐丸腫疹は！平丸腫疹全体の10

%内外を占めるものと推定され，停留皐丸白身の発生

頻度が0.3%程度であることからF 統計的にも停留皐

丸は正常部位にある皐丸よりも；主にその発生率がi«＇~い
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ことが示されている． （表l,2) 

本例にmて興味深いことは，腫癒が腹腔内に向って
表1 停留皐丸腫療の全皐丸腫疹に対する頻度

報 丘口と 者 l皐溜例！停留皐丸例｜百分率
Owen 100 3 3.0 

Uffreduzzi 159 6 3.8 

Rusche 131 11 8.4 

Cunningham 452 40 8.9 

Greiling 297 30 10.1 

Chevassu 128 15 11.7 

Jefferson 116 15 12.9 

Dean 292 43 14.8 

Kocher 114 18 15.8 

石山（本邦第2次大戦後） 95 6 6.3 

報

表2 停留皐丸発生頻度

者 ！例数｜停留皐丸！百分率

I :87651 1000 1 
10800 12 

l±:. 
口

島崎（壮丁）

Auroussean 

5 0.02 

0.10 

Marshall （壮丁） 0.11 

0.23 Gilbert and Hamilton 
石山
（東大沼尿科外来患者）
Caroll （入院患者）

Lanz （壮了）

16070 

65071 

750 

口d

バ苛

F
D

s
u
z

ワ
t

内

J

0.30 

0.57 

0.66 

成長し，精索によって後腹膜と連絡しているがp これ

が手術時恰も卵巣褒腫の茎捻転を思わせる状態にあっ

たことである．元来腹腔内停留皐丸と称しても，皐丸

は後腹膜に被覆されて，後腹膜腔内に存在し，これが

悪性化し増大しでも，本例の如く，自由に腹腔内に向

って発育し，更に車由捻転を来した様な例はp 我々の渉

猟した文献には見当らない．

停留皐丸顔疹の成因に関してはp 温度・外傷の影響

並びに潜伏皐丸自体が発育不完全であり未熟組織を示

す等があげられているがp いずれも憶測の域を出な

し、

右山等l土木邦に於て報告された停留皐丸睡蕩67例を

蒐集して，停留皐丸腫疹が40才代に最も多く＇ 30才代

乃至40才代ぶその73°0を占め，正常位皐丸顔蕩の年令

分布と梢々異なっておりp 発生腫揚の組織像では大多

敏弘ゼミノームであったことからp 上述の年令分布は

ゼミノームのそれに一致することを指摘している．

（表3) 更に停留皐丸の位胃’と悪性化については 4: 
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第3表皐丸腫蕩発生年令分布
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表4 停留皐丸の位置と悪性化

主？宇一｜腹竺内何事九坦空竺竺主｜ーと
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1の比で鼠径部よりも腹腔内停留皐丸に多しこれは

腹E室内より鼠径部に停留皐丸の発生が多いことによJし

逆の関係、になっているという． （表4)

皐丸腫疹は一般に転移の傾向が大でp 早期に腸管血

管 ・大動脈血管に沿う後腹膜リンパ飾に転移し，従っ

て予後も惑し 2年以内に死亡することが多いがpゼ

ミノームは比較的予後良好でp 腫疹が皐丸自身に限局

して数年聞を経過する様なこと もある．

治療は勿論早期発見と jjl治Tf.l:rにあるがp 本腫湯治：

XX:忠に対して感受性が高く， ijtに除皐術を受けたもの

よりもp 術後にX,¥.Jf'.ITil引を受けたもの》方が予後がn
好であるという．本例にItてはjjfil湯治1小児頭大に発育

したにも拘わらずp 精索により後腹膜と速なり，周閉

への浸潤もなく p リンパ節転れも認められなかったこ

とlt，比較的予後も良好であると考えられる的対側

皐丸の帰趨とぷにp 今後の経過を観察したい．

結 語

46才男，生来［，lij側！腹腔内停留皐丸がありp ー側より

巨大なゼミノームを発生しp 腹腔内に発育し，軸捻転

をi：した症例を報告しp 併せて若干の文献的行然を加

えた．

（稿を終るにあたり，病理組織学的検索に御教導を

賜った県立奈良医科大学病理学教室佐藤寿昌教授に深

甚なる謝意を表する．〉
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